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本
会
で
は
、伊
豆
山
土
砂
災
害
発
生
直

後
の
令
和
３
年
７
月
５
日
に
開
設
さ
れ
た

熱
海
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

職
員
延
べ
６
人
を
派
遣
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
共
に
被
災
者
支
援
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

立
ち
入
り
禁
止
エ
リ
ア
が
緩
和
さ
れ
た

７
月
２１
日
か
ら
始
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、こ
れ
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約

千
人
の
参
加
を
頂
き
、2
百
件
超
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、９

月
末
を
も
っ
て
一
旦
そ
の
役
目
を
終
え
、

１０
月
１
日
か
ら
「
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
に
名
称
を
変
更
し
、中
長
期
的

に
被
災
地
域
の
復
興
に
寄
り
添
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

被
災
者
に
寄
り
添
う

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

一日も早く平穏な生活に
戻られることを

心からお祈りいたします

御殿場市災害ボランティア本
部

ふくっぴ～
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本
会
が
お
預
か
り
し
た
義
援
金
寄
附
者
一
覧

・富
田
雄
一

・石
川 

昭

・勝
又 

朗

・御
殿
場
民
踊
グ
ル
ー
プ

・中
村
ソ
ヨ

・身
体
障
害
者
福
祉
会
高
根
支
部

・御
殿
場
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・御
殿
場
市
赤
十
字
奉
仕
団

・琴
城
流
大
正
琴
御
殿
場
愛
好
会

・身
体
障
害
者
福
祉
会
御
殿
場
支
部

・く
ろ
つ
ぐ
み
の
会

・匿
名
市
民　
　

１１
人

                     

合
計　

８
０
９
，６
１
６
円

        ｠
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
援
金
募
集 

（
11
月
5
日
現
在
）

延
べ
９
８
８
人（
熱
海
市
民
の
み
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
数

社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

（
受
付
順 

敬
称
略
）

（
１０
月
２４
日
現
在
）

※
事
前
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数

３
，９
８
２
人

（
熱
海
市
民　
　

１
，０
２
７
人
）

（
御
殿
場
市
民　

１
３
１
人
）

　（
1
） 

被
害
棟
数   

１
２
８
棟

（
2
） 

発
見
者
状
況   

死   

亡 

２６
人

                         

中
等
症 

３
人

                         

そ
の
他 

２５
人

（
3
） 

行
方
不
明
者   

１
人

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

発災前 発災後

熱
海
市
役
所
H
P

被
害
状
況 

（
９
月
３
日
熱
海
市
発
表
）

▶

　令和３年７月３日（土）、静岡県東部は記録的豪雨に見舞われ、熱海市伊豆山では大規模土砂災
害が発生し、甚大な被害を受けました。
　この災害で被災された方々に対して、これまでに消防、警察、自衛隊等の公的機関に加えて、
ボランティアやNPO団体等による幅広い支援活動が行われてきました。
　御殿場市社会福祉協議会として関わった「義援金募集」や「災害ボランティアセンター運営」に
ついて、詳細を報告いたします。

　

７
月
５
日（
月
）に
、熱
海
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
よ
り「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」が

立
ち
上
げ
ら
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、社
会
福
祉
協
議
会
の
持

つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
し
、静
岡
県
社
会
福

祉
協
議
会
、県
内
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
の
協
力
を
得
て

運
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、７
月
１９
日
〜
２１
日
、８
月
２
日
〜

４
日
、８
月
１８
日
〜
２０
日
、８
月
２３
日
〜
２５
日
、９

月
１０
日
〜
１２
日
、１０
月
８
日
〜
９
日
の
６
回
、職

員
延
べ
６
人
を
派
遣
し
、セ
ン
タ
ー
運
営
の
支

援
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

義
援
金
の
募
集
は
、現
在
も
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
様
の
御
支
援
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

被
害
状
況
、義
援
金
の
詳
細
は
熱
海
市
役

所
H
P
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

御殿場市災害ボランティア本
部

ふくっぴ～
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102
湯河原町

相模灘

熱海湾
東海
道新
幹線

熱
海
海
岸
自
動
車
道

熱海

伊豆山

伊豆山神社

熱海ゴルフ倶楽部
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救世会館

MOA美術館

熱海市役所 熱海サンビーチ
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熱海伊豆山

熱海温泉すみれ

ケアタウン
菜の花

伊豆山小

東
海
道
本
線

ハートピア
熱海

20

20
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3

P.2 被災地区写真範囲

仲道地区（山側）での活動

浜地区（海側）での活動

仲道地区（山側）での活動

浜地区（海側）での活動

社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

【
派
遣
期
間
‥
9
月
10
日
〜
12
日
】

湯
山　

紀
美
子

　

支
援
先
は
仲
道
地
区
で
、浜
地
区
か
ら
移
転
し

た
ば
か
り
の
頃
に
現
地
入
り
し
ま
し
た
。

　

被
災
者
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
寄
せ

ら
れ
る
要
望
も
土
砂
の
掻
き
出
し
か
ら
引
っ
越
し

の
支
援
へ
と
移
行
し
、新
た
な
要
望
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
べ
き
か
、皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

話
し
合
い
を
続
け
ま
し
た
。

　

引
っ
越
し
の
支
援
は
、荷
物
を
ま
と
め
る
だ
け
の

作
業
だ
け
な
の
か
、軽
ト
ラ
を
使
用
し
引
っ
越
し
先

ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
が
必
要

な
の
か
、土
砂
災
害
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
電

化
製
品
な
ど
を
ど
こ
に
運
搬
す
る
の
か
、丁
寧
に

聞
き
取
り
、臨
機
応
変
な
判
断
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

　

支
援
の
途
中
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
泥
ま
み
れ
に
な
っ

た
置
物
を「
被
災
者
の
思
い
出
の
品
物
だ
か
ら
！
」

と
水
道
水
で
綺
麗
に
洗
い
流
し
て
い
る
場
面
に
遭

遇
し
ま
し
た
。そ
の
一
生
懸
命
な
光
景
に
自
身
も

胸
を
熱
く
し
て
支
援
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

※
そ
の
他
派
遣
職
員
の
報
告
は
９
月
２０
日
発
行

　

N
O
３
０
２
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ボランティア活動内容
●ニーズ件数 ２３７件
内訳 ・被災家屋の土砂掻き出し・清掃 　　　  ７０件

       ・引っ越し作業 　　　　　　　　　　　４９件

       ・その他（ゴミ出し・車両出し・傾聴等）　 １１８件　

熱海市復興ボランティアセンターHP　

熱海市復興ボランティアセンターの詳細はHPを御覧ください。　

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、７
月
２１
日

（
水
）か
ら
熱
海
市
在
住
の
方
限
定
で
本
格

的
に
始
ま
り
ま
し
た
。初
期
段
階
で
は
、熱

海
市
行
政
が
立
ち
入
り
を
許
可
し
た
伊
豆

山
浜
地
区
の
屋
内
外
の
土
砂
の
掻
き
出
し
、

清
掃
と
い
っ
た
活
動
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、立
ち
入
り
禁
止
区
域
が
緩
和
さ

れ
、被
害
が
大
き
か
っ
た
伊
豆
山
仲
道
地
区

で
の
活
動
と
な
り
、土
砂
の
掻
き
出
し
だ
け

で
は
な
く
、被
災
者
の
引
っ
越
し
等
の
生
活

支
援
も
増
え
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
先
は
、

多
種
多
様
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
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御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

御
殿
場
市
長
感
謝
状

個
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

5
人

（
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、1
年
間
に
5
万
円（
物
資
の
場

合
は
相
当
額
を
含
む
。）以
上
の
金
品
を
寄
附
し
た
人
）

　

渡
邉
章
夫

　

末
光
義
史

　

江
藤
エ
ミ

　

伊
達
直
人

　

芹
沢
菊
枝（
故
人
）

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

団
体                                              

 

9
団
体

（
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、1
年
間
に
5
万
円（
物
資
の
場

合
は
相
当
額
を
含
む
。）以
上
の
金
品
を
寄
附
し
た
団
体
）

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

御
殿
場
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
友
の
会

玉
穂
地
区
の
街
づ
く
り
を
考
え
る
会

立
正
佼
成
会
一
食
平
和
基
金

ジ
ェ
イ
ビ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

大
雲
院

株
式
会
社
カ
ジ
マ
ヤ

株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
ス
ズ
キ
総
業
・
株
式
会
社
ス
ズ
キ
総
業
グ
ル
ー
プ

　社
会
福
祉
施
設・団
体                                             

8
人

（
社
会
福
祉
事
業
施
設
又
は
社
会
福
祉
事
業
団
体
の
役
員
及

び
施
設
長
と
し
て
10
年
以
上
、従
事
者
と
し
て
15
年
以
上
社

会
福
祉
事
業
に
勤
続
し
、そ
の
功
労
が
顕
著
な
人
）

　

佐
井
真
野

　

鈴
木
留
美
子

　

 

中
川
玲
花

　

塚
本
り
つ
子

　

山
田
奈
三
子

　

柏
木
誠
次

　

土
屋
英
和

　

勝
間
田
裕
子

社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会

第
三
十
三
回

 

個
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

4
人

（
市
の
た
め
に
10
万
円
以
上
5
0
0
万
円
未
満
の
私
財
を
寄
附
し
た
人
）

　

島
口
隆
策

　

杉
山
篤
實

　

芹
沢
眞
成

　

小
野
秀
夫

 

団
体　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

9
団
体

（
市
の
た
め
に
10
万
円
以
上
5
0
0
万
円
未
満
の
私
財
を
寄
附
し
た
団
体
）

　
　
株
式
会
社
勝
又
商
事

　

東
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　

株
式
会
社
三
興
総
業

　

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

　

一
般
社
団
法
人
御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

　

一
般
社
団
法
人
竈
報
徳
社

　

一
般
社
団
法
人
原
里
愛
郷
振
興
協
会

　

一
般
社
団
法
人
中
畑
愛
郷
会

　

一
般
社
団
法
人
高
根
愛
郷
会

　

第
３３
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、様
々
な
感
染
対
策

を
講
じ
た
上
で
１０
月
２
日（
土
）の
開
催
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、感
染
の
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な

い
状
況
等
を
踏
ま
え
、関
係
者
の
皆
様
の
安
全
面
を
最

優
先
に
考
慮
し
、誠
に
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、本
大

会
を
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
健
康
福
祉
大
会
、全
国
福
祉
大
会
も
同
様
の

理
由
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、受
彰
さ
れ
た
皆
様
に
は
、個
別
に
表
彰
状
、感

謝
状
等
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

鈴木留美子様（左）、佐井真野様（右）
社会福祉法人 富岳会

土屋英和様（左）、柏木誠次様（右）
社会福祉法人 武蔵野会 さくら学園

 中川玲花様（左）、塚本りつ子様（中央）山田奈三子様（右）
社会福祉法人 十字の園 御殿場十字の園
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静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

個
人                                               　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

2
人

（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
特
に
顕
著

な
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
）　

　

石
川　

昭

　

田
代
光
子

団
体                                                    

2
団
体

（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、労
力
的
、経
済
的
又
は
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
、積
極
的
に
協
力
援
助
を
行
い
、そ
の
進
展
に
寄

与
し
た
団
体
）

　

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

　

公
益
財
団
法
人
鈴
木
道
雄
記
念
財
団

自
立
更
生
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

2
人

（
身
体
障
害
者
又
は
母
子
世
帯
で
あ
っ
て
、自
ら
更
生
に
努

め
、他
の
模
範
と
な
る
人
）

　

伊
藤
國
夫

　

加
藤
朝
久

静
岡
県
健
康
福
祉
大
会

全
国
社
会
福
祉
大
会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　
中
央
共
同
募
金
会
会
会
長
表
彰

　

杉
浦
重
子

　

初
鹿
野
郁
子

　

芹
澤 

泉

（
社
会
福
祉
施
設
の
役
員
と
し
て
１０
年
以
上
、従
事
者
と
し
て

１５
年
以
上
在
職
し
、功
績
顕
著
な
人
）　

団
体                                               ｠
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団
体

（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
特
に
顕
著

な
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

御
殿
場
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

一
般
社
団
法
人
御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

一
般
社
団
法
人
中
畑
愛
郷
会

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

一
般
社
団
法
人
印
野
郷
土
振
興
協
会

一
般
社
団
法
人
古
沢
共
和
会

大
雲
院　
　

株
式
会
社
ル
マ
ン

矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
富
士
工
場

陸
上
自
衛
隊
駒
門
駐
屯
地

陸
上
自
衛
隊
滝
ヶ
原
駐
屯
地

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
労
働
組
合

御
殿
場
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

御
殿
場
遊
技
業
組
合

北
駿
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

御
殿
場
市
福
祉
事
業
協
力
会

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
杉
山
敏
久

保
護
司

（
保
護
司
と
し
て
１０
年
以
上
在
籍
し
、功
績
顕
著
な
人
）　 1
人

　
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰　

　

井
上　

司

民
生
委
員
児
童
委
員

（
民
生
委
員
と
し
て
１０
年
以
上
在
籍
し
、功
績
顕
著
な
人
）　 4人

　

毛
利
と
み
江

　

渡
辺
ち
ゑ
子

　

森  

光

　

立
石
浩
美

　

鈴
木
信
義

法
人
役
員・事
業
所
従
事
者

5
人

　
静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰　

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
特
に
顕

著
な
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）　

団
体

1
団
体

陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐
屯
地

社
会
福
祉
法
人・福
祉
施
設
功
労
者

　

山
内
久
美
子

　

勝
又
康
代

2
人

社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

勝間田裕子様
社会福祉法人 飛翔の会

 加藤朝久様（左）、伊藤國夫様（右） 
御殿場市身体障害者福祉会
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

10
月
4
日（
月
）、小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
あ
ざ
み（
市
内
東
山 

代
表
者 

宇
野
ア
ヤ
ノ
様
）

と「
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

東
山
・二
の
岡
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、民
生
委
員
さ
ん
が
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
関
す
る
要

望
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、10
月
5
日（
火
）か
ら
本
格
稼
働
と
な
り
ま
し
た
。そ
の

中
で
、小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
あ
ざ
み
様
に
は
、地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、こ
の
取
組
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

福
祉
車
両
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
高
齢
者
の
移
動
支
援
、買

い
物
支
援
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
で
の
移
動
支
援
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
あ
ざ
み

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
す
る
協
定
締
結
式

　
　

                      

〜
福
祉
施
設
に
よ
る
地
域
貢
献
〜

御
殿
場
自
動
車
学
校

教
習
コ
ー
ス
で
実
地
講
習
！！実地講習の様子

　

１０
月
１８
日（
月
）、１９
日（
火
）に
国
土

交
通
省
認
定「
福
祉
車
両
運
転
者
講
習
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

御
殿
場
自
動
車
学
校（
市
内
中
畑 

管

理
者 

遠
藤
広
一
様
）の
御
厚
意
で
教
習

コ
ー
ス
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、有
意

義
な
実
地
講
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

受
講
さ
れ
た
２３
人
の
方
々
は
、今
後
、

地
域
活
動
や
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
担
い
手
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

  

ひ
ろ
が
る
S
D
G
s

　

株
式
会
社
カ
ジ
マ
ヤ（
市
内
茱
萸
沢 

代
表

取
締
役 

勝
又
淳
様
）は
、S
D
G
ｓ
の
取
組
と

し
て
、コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
売
上
げ
の
1
％

を
毎
月
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

S
D
G
ｓ
の
取
組
は
、社
長
が
青
年
会
議

所
で
子
ど
も
食
堂
へ
の
食
料
の
寄
附
を
集
め

る
協
力
を
し
た
際
に
、会
社
内
で
も
で
き
る

こ
と
が
な
い
か
と
思
い
立
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
が
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
、社
員
の
皆
様
の
共
通
目
標
と
し

て
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

寄
附
を
通
じ
、社
会
福
祉
協
議
会
に
期
待

し
て
い
る
こ
と
は
、地
域
の
中
の
生
活
に
困
っ

て
い
て
助
け
を
求
め
た
く
て
も
声
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
を
し
っ
か
り
支
援
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
社
長
は
訴
え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
い
か
し
、期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

株式会社カジマヤ 代表取締役 勝又淳様

代表 米山喜興志様（左）
東山・二の岡移動支援サービス

代表 宇野アヤノ様（中央）
小規模多機能型居宅介護あざみ

会長 三井米木（右）
御殿場市社会福祉協議会

社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

東
山・二
の
岡
区
民
で
移
動
手
段
が
な
く

買
い
物
に
困
っ
て
い
る
概
ね
65
歳
以
上
の
方

＊
買
い
物
自
体
に
は
補
助
を
必
要
と
し
な
い
方

日　

時

対
象
者

東
山・二
の
岡
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

電   

話（
0
5
5
0-

8
3-

5
2
5
9
）

代
表　

米
山

申
込
み
・
問
合
せ

東
山
区・二
の
岡
区

移
動
支
援
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

担
当
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員

（
東
山
区・二
の
岡
区
）

毎
月
第
１・３
火
曜
日  

午
前
10
時
か
ら
12
時
ま
で
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令和3年度の計画
■世帯配分　　300件 5，290，０００円
■施設配分　　　1件　　      50,000円
■事業費配分　　24件          760,000円

令和3年度目標額

本年度も皆様の心温まる
御協力をお願いいたします。

　

12
月
1
日
か
ら
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し

て
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。令

和
3
年
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
休
業
失

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
世
帯
の
増
加
に
歯
止
め

が
利
か
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、住
民
の
参
加
や

理
解
を
得
て「
た
す
け
あ
い
」運
動
を
重
点
的
に

展
開
す
る
も
の
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
金
品
は
、審
査
に
基
づ

き
、民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
な
ど
の
協
力
を

得
て
、経
済
的
に
支
援
が
必
要
な
家
庭
や
市
内

の
認
可
外
保
育
施
設
な
ど
へ
１２
月
中
に
お
届
け

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、区
長
さ
ん
を
通
じ
て
の

戸
別
募
金
や
、職
場
や
学
校
に
お
き
ま
し
て
御

協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

運動期間１２月１日～３１日　皆様の心温まる御協力をお願いいたします。

から
1２/１

つながり ささえあう みんなの地域づくり

合計　6，100，000円

61０万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
「
高
齢
に
な
っ
た
時
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、〝
菜
の
花

版・私
の
人
生
マ
ッ
プ
〞を
作
成
し
ま
し
た
。マ
ッ
プ
は
、そ
れ
ぞ
れ
御
自
身

の
こ
れ
ま
で
の
出
来
事
や
、こ
れ
か
ら
誰
と
ど
こ
で
、ど
ん
な
ふ
う
に
暮
ら

し
た
い
か
と
い
っ
た
希
望
、急
な
病
気
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
ど
う

し
た
い
か
を
記
入
し
た
も
の
で
す
。生
活
の
中
で
ず
っ
と
大
事
に
し
て
き

た
こ
と
が
、将
来
を
選
択
す
る
時
に
も
失
わ
れ
な
い
よ
う
に
、思
い
を
大
切

な
人
に
伝
え
て
お
く
こ
と
や
、「
も
し
も
の
時
」に
ど
の
よ
う
な
選
択
を
希

望
す
る
か
を
し
っ
か
り
考
え
て
お
く
こ
と
が
、自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

る
た
め
の
備
え
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
確
認
し
合
い

ま
し
た
。ま
た
、介
護
施
設
へ
の
入
居
相
談
な
ど
を
手
掛
け
る「
し
ず
な
び

介
護
な
び
」の
相
談
員
の
方
に
、施
設
の
種
類
や
特
徴
、費
用
な
ど
の
話
を

伺
い
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
あ
ま
り
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
。分
か
り

や
す
い
話
が
聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
。」と
好
評
を
得
ま
し
た
。展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
高
齢
者
の
方
々
の
作
品
を
写
真
な
ど
で
展
示
し
て
、皆
さ
ん
の

元
気
の
素
を
紹
介
。作
品
は
そ
の
後
１
週
間
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ

く
ら
１
階
の
廊
下
に
展
示
し
、来
館
者
の
関
心
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

支
援
員
連
絡
会
開
催

　

昨
年
１０
月
か
ら
１２
月
に
開
講
さ
れ
た

「
令
和
２
年
度
市
民
後
見
人
養
成
講
座
」

の
受
講
生
の
中
か
ら
、現
在
６
人
の
市
民

が
、成
年
後
見
制
度
や
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
の
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
１０
月
１９
日（
火
）、支
援
員
６
人
が
、ケ
ー

ス
記
録
の
書
き
方
を
学
び
、市
民
後
見
人

へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
際
の
留
意
点
に
つ

い
て
、考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、後
半
は
、支
援
を
す
る
中
で
の

「
悩
み
」「
喜
び
」「
疑
問
」「
不
安
」な
ど

を
支
援
員
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

で
共
有
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、御
本
人
の
意
思
を
尊
重

し
、支
援
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、

毎
日
楽
し
く
、生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
適
切
な
支
援
を
心
掛
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　厚生労働省においては、“介護
について理解と認識を深め、介
護従事者、介護サービス利用者
及び介護家族を支援するととも
に、利用者、家族、介護従事者、
それらを取り巻く地域社会におけ
る支え合いや交流を促進する観
点から、高齢者や障害者等に対
する介護に関し、国民への啓発
を重点的に実施するための日”と
して、「11月11日」を「介護の日」
と決めました。

2008（平成20）年 厚生労働省ホームページ
「介護の日について」より

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花

11
月
11
日
「
い
い
日
い
い
日
で
介
護
の
日
」

社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。



す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り 8

温
か
い
お
心
遣
い
、

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　社会福祉協議会へ御寄附を頂き厚くお礼申し上げます。
　寄せられた御寄附は、有効に活用させていただきます。

令和3年４月～令和3年１０月

匿
名
市
民　

25
人

　

匿
名
市
民　

12
人

・
感
應
寺

・
社
会
福
祉
法
人
武
蔵
野
会
さ
く
ら
学
園

・
渡
邉
章
夫

・
株
式
会
社
カ
ジ
マ
ヤ

・
永
田
友
子

・
髙
橋
と
み
江

・
芹
沢
菊
枝（
故
人
）

・
末
光
義
史

・
大
雲
院

・
小
松
フ
ミ
子
様
御
遺
族

・
玉
穂
中
学
校
第
12
回
卒
業
同
窓
会

・
伊
達
直
人

・
新
橋
婦
人
会

・
ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル
御
殿
場
Ⅱ
号
館

・
榑
林
せ
い
子

・
ジ
ェ
イ
ビ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

・
永
田
友
子

・
大
窪
民
主

・
株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

・
静
岡
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

・
堀
内 

豊

・
巣
瀬
武
士

・
大
友
昭
男
・
す
え
子

・
マ
ニ
ュ
ラ
イ
フ
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

御
殿
場
支
社

・
太
田
妙
子

・
鈴
与
株
式
会
社

・
N
P
O
法
人
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

・
渡
辺
多
嘉
子

金
員
の
寄
附

物
品
の
寄
附

（敬称略･順不同）

　
「
障
害
者
週
間
」（
１２
月
３
日
〜
９
日
）は

国
民
の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、障

害
者
が
社
会
、経
済
、文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
障
害
者

基
本
法
」に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
障
害
者
週
間
に

合
わ
せ
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ
く
ら

１
階
交
流
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、障
害
者
福
祉

関
係
団
体
・
施
設
の
福
祉
活
動
展
示
を
行
い

ま
す
。皆
様
、是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

障
害
者
週
間
パ
ネ
ル
展
示　
１２
月
７
日（
火
）〜
１７
日（
金
）

　

御
殿
場
・
小
山
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、障
害
者
週
間
期

間
中
に
講
演
会
を
Y
o
u
T
u
b
e
で
配
信
い
た
し
ま
す
。

令
和
３
年
度 

障
害
者
週
間
講
演
会

令
和
３
年
12
月
3
日（
金
）〜
9
日（
木
）

N
P
O
法
人 

ゆ
め
風
基
金   

理
事 

八
幡
隆
司

「
障
害
者
の
防
災
を
考
え
る

　
〜
自
分
は
何
が
で
き
る
か
、地
域
は
何
が
で
き
る
か
〜
」

配
信
期
間

講
演
テ
ー
マ

講
　

師

御
殿
場
市
社
会
福
祉
課      

電   
話（
0
5
5
0-

8
2-

4
2
3
8
）

小
山
町
住
民
福
祉
課
福
祉
班  

電   

話（
0
5
5
0-

7
6-

6
6
6
1
）

問
合
せ

昨年の障害者週間パネル展示の様子

社会福祉協議会は第5次地域福祉活動計画の策定に取り組んでいます。

御殿場市ホームページ
を経由して

動画視聴ページに
アクセスできます

■10月20日発行ＮO.３０３の2頁に掲載した記事に誤りがありました。

「ポニー食堂」　     誤　開催日：不定期
　　　　　　　　　正　開催日：毎週土曜日

「てとてとひろば」　誤　開催日：最終水曜日
　　　　　　　　　正　開催日：毎月第3月曜日（月の中頃フードシェアを実施）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訂正し、お詫び申し上げます。

訂正と
お詫び


